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生理活性脂質の生体機能の解明 

生理活性脂質は生体内で様々な重要な役割を果たしています。細胞膜の主成分であるリン脂質は膜の流動

性や細胞の形状・機能を維持していますが、刺激に応じて分解され、様々な生理活性脂質の産生に繋がりま

す。 

中でも、エイコサノイドと呼ばれるアラキドン由来の生理活性脂質は、炎症調節や血圧制御、血小板の凝

集など、免疫応答や血液凝固などの生理的プロセスに関与しています。プロスタグランジンやロイコトリエ

ンなどがその代表例であり、これらは細胞が外部からの刺激に応じて生成され、局所的な生理反応を引き起

こします。エイコサノイド以外にも、膜の構成成分であるグリセロリン脂質やスフィンゴ脂質からもリゾリ

ン脂質性メディエーターなどの様々な生理活性脂質が産生されます。 

これらの生理活性脂質は細胞の受容体を通じて、細胞内にシグナルを伝えます。 

私は長年、生理活性脂質の産生酵素、Gタンパク質共役受容体（GPCR）、シグナル伝達の研究をおこなっ

てきました。また、群馬大学との共同研究で、質量分析を用いた脂質の網羅的解析もおこなっています。 

【論文】 

・「Leukotriene receptors: Classification, gene expression, and signal transduction.」   

【科研費】 

・(基盤研究(B) 24390069)細胞周期および幹細胞性を制御するＧタンパク質共役受容体に関する研究 

・(学術創成研究費 13GS0012)新規生理活性脂質の生体機能 

生理活性脂質は、巧妙な調節を通じて生体内の様々なプロセスを制御し、健康な生命維持に不可欠です。一方で

異常な生理活性脂質の産生は、炎症・アレルギー・免疫異常などを引き起こし、様々な疾患の原因となります。私

達の研究は、生理活性脂質の生体機能を解明すると同時に、様々な疾患の治療に繋がる可能性があります。 
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